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は
じ
め
に

　

金
箔
を
知
ら
な
い
ひ
と
は
ま
ず
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
改
め
て
そ
の
つ
く
り

方
や
使
用
法
に
つ
い
て
問
わ
れ
る
と
、
逆
に
ま
た
ほ
と
ん
ど
の
人
が
自
信
を
も
っ
て

答
え
ら
れ
な
い
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ
が
金
箔
に
は
あ
る
。
古
い
仏
画
や
仏
像
、
さ
ら

に
工
芸
品
な
ど
を
注
意
し
て
見
れ
ば
、
金
箔
か
ら
つ
く
ら
れ
る
砂
子
や
切
金
が
多
々

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
て
驚
く
は
ず
だ
。
古
く
は
法
隆
寺
の
玉
虫
厨
子
に

す
で
に
切
金
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
国
で
の
金
箔
使
用
は
７
世
紀
に
は
始

ま
っ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
の
後
、
平
安
後
期
に
な
る
と
仏
画
や
仏
像
、

料
紙
装
飾
な
ど
に
切
金
装
飾
が
大
流
行
し
、
さ
ら
に
時
代
が
下
っ
て
桃
山
時
代
の
金

碧
障
屏
画
と
も
な
れ
ば
、
金
箔
そ
の
も
の
が
画
面
を
覆
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
の

城
郭
建
築
装
飾
の
中
心
部
分
に
こ
れ
が
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
。
本
小
論
で
対
象
と
す

る
の
は
、
江
戸
後
期
の
大
名
御
殿
に
お
け
る
金
箔
使
用
の
実
体
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

金
の
箔
打
ち
技
術
を
み
る
と
、
じ
つ
に
古
く
か
ら
世
界
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
し

か
も
多
様
に
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
だ
。
金
の
薄
板
を
打
ち
伸
ば
し
て
薄
い
箔
を
つ
く

る
、
こ
の
箔
打
ち
の
技
術
は
、
薄
く
伸
ば
し
て
ゆ
く
過
程
で
、
箔
同
士
が
く
っ
つ
き

合
わ
な
い
よ
う
に
、一
枚
ご
と
の
間
に
挟
み
こ
む
も
の
が
、紙
か
動
物
の
皮
か
に
よ
っ

て
、
大
き
く
二
大
別
さ
れ
、
日
本
で
は
優
れ
た
和
紙
の
供
給
が
保
障
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
金
箔
生
産
を
支
え
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
金
箔
研

究
は
、
韓
国
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
調
査
・
報
告
書
（
１
）
は
あ
る

も
の
の
よ
り
精
密
で
総
合
的
な
も
の
は
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
日
本
で
金
箔
と
い
え
ば
金
沢
産
が
全
国
シ
ェ
ア
九
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
る
と
い
う
（
２
）。
金
沢
は
金
の
産
出
地
を
近
く
に
ひ
か
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

世
界
的
に
見
て
も
金
の
産
出
地
と
金
箔
生
産
と
は
必
ず
し
も
重
な
ら
ず
、
む
し
ろ
そ

の
他
の
条
件
が
整
っ
て
い
る
こ
と
の
方
が
大
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
金
箔
と

い
え
ば
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
驚
異
的
な
伸
展
性
を
利
用
し
て
、
向

こ
う
が
透
け
て
見
え
る
ほ
ど
に
薄
く
、
一
万
分
の
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
ま
で
打

ち
伸
ば
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
を
可
能
に
す
る
の
が
、
根
気
の
い
る
箔
打
ち
の

技
と
箔
の
接
着
を
防
ぐ
た
め
に
挟
む
薄
い
和
紙
あ
る
い
は
皮
、
そ
し
て
箔
を
扱
う
た

め
の
竹
箆
な
ど
と
い
っ
た
材
料
・
道
具
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
条
件
が

整
え
ば
そ
こ
が
生
産
地
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
金
沢
で
は
二
俣
和
紙
や
根
気
強
い
労

働
力
と
い
っ
た
条
件
と
と
も
に
、さ
ら
に
加
え
て
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、

文
化
年
間
の
金
沢
城
二
ノ
丸
御
殿
造
営
だ
っ
た
と
よ
く
い
わ
れ
る
。
歴
史
的
に
見
れ

ば
、
前
田
利
家
（
一
五
三
七̶

一
五
九
九
）
が
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
に
七
尾
城

の
三
輪
遠
兵
衛
に
金
箔
製
造
を
命
じ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
時
能
登
に
箔
打
職
人
の
い

た
こ
と
は
確
実
（
３
）
な
の
だ
が
、
そ
の
後
元
禄
以
降
の
厳
し
い
幕
府
の
統
制
の
も
と

太

田

昌

子

金
箔
か
ら
み
た
文
化
度
金
沢
城
二
ノ
丸
御
殿

　
　
　
　
　

̶

『
御
造
営
方
日
並
記
』を
主
要
資
料
と
し
て

［キーワード］　金箔　金沢城　障壁画
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に
こ
の
系
譜
が
ど
こ
ま
で
命
脈
を
保
て
た
の
か
は
明
瞭
で
な
く
、
む
し
ろ
文
化
五
年

以
前
に
お
い
て
は
金
箔
を
売
買
す
る
箔
屋
は
あ
っ
て
も
、
箔
打
は
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
（
４
）。

　

本
小
論
で
は
、
文
化
年
間
に
再
建
さ
れ
た
金
沢
城
の
造
営
記
録
で
あ
る
、『
御
造

営
方
日
並
記
』（
５
）（
以
後
『
日
並
記
』
と
称
す
）
を
主
た
る
資
料
と
し
て
、
金
箔
の

調
達
・
管
理
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
扱
う
職
人
た
ち
や
使
用
箇
所
と
そ
の
使
用
量
な
ど

に
つ
い
て
纏
め
て
み
た
。

一　

金
沢
城
二
ノ
丸
御
殿
造
営
に
関
わ
る
金
箔
の
購
入
・
生
産
な
ど

　

文
化
五
年
（
一
八
〇
五
）
一
月
十
五
日
に
二
ノ
丸
御
殿
が
全
焼
す
る
や
十
二
代
藩

主
・
斉
広
（
一
七
八
一̶
一
八
二
四
）
は
江
戸
か
ら
金
沢
へ
戻
り
、
造
営
の
た
め
の

采
配
を
揮
い
、
文
化
七
年
七
月
に
は
ほ
ぼ
再
建
を
成
し
遂
げ
、
こ
こ
に
加
賀
藩
に
は

五
代
綱
紀
以
来
と
い
え
る
本
格
的
な
政
庁
が
整
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
の
造

営
方
奉
行
で
あ
っ
た
高
畠
厚
定
（
一
七
五
三̶
一
八
一
〇
）
に
よ
る
公
務
日
誌
で

あ
る
、『
日
並
記
』
に
よ
っ
て
、
造
営
の
全
体
計
画
か
ら
そ
の
変
更
、
資
金
の
調
達
、

資
材
の
調
達
や
支
払
い
な
ど
、
さ
ら
に
は
職
人
の
出
入
り
、
賃
金
な
ど
に
つ
い
て
も
、

築
城
と
い
う
い
わ
ば
総
合
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
行
と
と
も
に
詳
細
を
知
る
こ
と
が

出
来
る
。
以
下
本
論
に
お
い
て
年
月
日
の
み
を
記
す
場
合
は
、
こ
の
『
日
並
記
』
に

よ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

金
箔
に
つ
い
て
も
造
営
開
始
の
早
い
段
階
で
、
必
要
な
枚
数
が
算
定
さ
れ
、
そ
れ

を
確
保
す
る
体
制
が
整
え
ら
れ
は
じ
め
て
い
る
。
文
化
六
年
二
月
一
日
に
は
居
間
は

「
絵
の
と
こ
ろ
す
べ
て
金
砂
子
」
な
ど
と
決
定
が
下
さ
れ
は
じ
め
、
つ
い
で
五
、
六

月
に
か
け
て
使
用
箇
所
を
絵
図
に
落
と
し
た
う
え
で
必
要
枚
数
を
試
算
し
、
総
計
で

約
十
六
万
六
千
枚
と
い
う
数
字
が
は
じ
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　

造
営
に
関
わ
る
金
箔
の
管
理
は
、『
日
並
記
』
に
よ
れ
ば
造
営
方
奉
行
と
そ
の
配

下
の
内
作
事
奉
行
（
６
）
が
あ
た
っ
て
い
た
。
文
化
六
年
二
月
一
日
と
い
え
ば
本
格
的

造
営
開
始
か
ら
ま
だ
一
月
足
ら
ず
と
い
う
初
期
段
階
で
あ
り
、
こ
の
と
き
は
、
五
人

の
御
造
営
奉
行
の
う
ち
の
関
屋
政
良
が
金
箔
を
管
理
し
て
い
た
が
、
同
年
七
月
四
日

に
よ
れ
ば
そ
の
配
下
の
御
造
営
内
作
事
奉
行
六
名
の
う
ち
の
金
谷
左
大
夫
（
建
尚
）

が
管
理
の
任
に
あ
た
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
配
下
に
纏
め
役
の
町
人
、
町
肝
煎
幸

蔵
な
る
も
の
の
存
在
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
基
本
的
に
は
関
屋̶

金
谷̶

幸

蔵
の
系
列
で
金
箔
は
管
理
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
た
ま
に
関
屋
以
外
の
造
営
奉
行

が
金
箔
の
申
請
し
た
場
合
に
は
、
中
間
の
金
谷
を
通
さ
ず
に
、
直
接
に
幸
蔵
か
ら
そ

の
奉
行
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
町
方
の
肝
煎
幸
蔵
に
つ
い
て
は
、
彼
の
商
売

記
録
と
し
て
の
「
肝
煎
幸
蔵
諸
留
書
」（
以
後
「
留
書
」
と
称
す
）（
７
）
が
遺
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
の
役
割
と
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

造
営
の
た
め
の
金
箔
は
、
購
入
と
献
上
の
ふ
た
つ
の
入
手
経
路
が
み
ら
れ
、
数
量

的
に
は
購
入
分
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
例
外
的
な『
日
並
記
』

に
み
え
る
文
化
六
年
四
月
十
日
条
の
献
上
例
を
み
て
お
こ
う
。

　　
　

四
月
十
日
（
上
２
２
９
）

　
　

一
、
七
百
五
拾
枚
箔　
　
　

三
拾
人
組
小
頭
、
同
並
二
十
三
人

　
　

一
、
三
百
四
拾
枚
箔　
　
　

三
拾
人
組
御
手
廻
、
手
明
九
人

　
　

 　

 

右
金
箔
為
冥
加
奉
指
上
度
旨
願
紙
面
、
金
箔
品
付
御
達
申
候
様
、
御
用
番
よ

り
被　

仰
渡
之
事
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
合
計
千
九
十
枚
の
金
箔
が
三
十
人
組
小
頭
等
三
十
余
名
に
よ
っ
て
差

し
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
最
後
の
方
で
触
れ
る
が
、
棟
瓦
の
紋
所
を
金

で
仕
上
げ
る
に
あ
た
っ
て
職
人
が
六
百
枚
の
う
ち
の
四
百
枚
を
献
上
し
て
い
る
例
も

あ
る
。

　

購
入
す
る
場
合
は
、
実
物
を
取
り
寄
せ
て
価
格
と
品
質
と
を
見
比
べ
て
吟
味
し
た

う
え
で
、
主
と
し
て
江
戸
か
ら
購
入
し
、
ま
た
地
元
の
金
沢
や
高
岡
か
ら
も
調
達
し

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
職
人
を
京
都
や
大
坂
か
ら
連
れ
て
き
て
金
沢
で
箔
打
ち
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
必
要
量
を
確
保
す
る
た
め
の
模
索
も
は
じ
め
て
い
た
。
以
下
に
よ

り
詳
し
く
こ
の
文
化
度
造
営
に
お
け
る
金
箔
の
購
入
方
法
・
地
元
生
産
・
管
理
場
所
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な
ど
に
つ
い
て
、主
と
し
て『
日
並
記
』に
よ
り
な
が
ら
具
体
的
に
見
る
こ
と
に
す
る
。

１　

購
入
方
法

造
営
が
本
格
化
し
は
じ
め
た
文
化
六
年
（
一
八
〇
六
）
正
月
元
旦
に
、
早
く
も
金

箔
の
入
手
先
と
し
て
京
都
と
地
元
と
の
双
方
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
受
け
て
、
同
月
二
十
六
日
に
は
、
京
都
と
金
沢
の
箔
が
差
し
出
さ
れ
、
ま
た
、

ほ
ぼ
同
時
に
江
戸
の
箔
も
金
谷
左
大
夫
か
ら
差
し
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
三
ヶ
所

の
サ
ン
プ
ル
を
じ
っ
さ
い
に
吟
味
検
討
し
て
購
入
先
を
決
定
し
て
い
る
。
つ
ぎ
に
購

入
先
の
わ
か
る
九
つ
の
関
連
記
事
を
時
系
列
順
に
抜
粋
し
て
み
る
。

　
　

・
文
化
六
年
四
月
三
日
（
上
１
９
７
）

　

一
、
江
戸
上
箔
三
寸
之
分
千
枚
、
同
箔
百
枚
、
肝
煎
よ
り
御
当
地
有
合
分
指
出
、

　
　
　

不
残
御
召
上
ニ
為
致
、
金
谷
左
大
夫
江
相
渡
遣
候
事
、

　

・
同
年
九
月
朔
日
（
下
３
４
） 

　
　

一
、
拾
五
貫
目　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
表
へ
申
遣
候
金
箔
等
中
勘　

　

・
同
年
九
月
四
日
（
下
４
０
）

　
　

一 

、
於
江
戸
金
箔
御
召
上
方
及
僉
議
候
所
、
拾
□
枚
当
十
一
月
中
旬
迄
出
来
、

（
中
略
）
但
又
十
月
中
旬
頃
迄
ニ
六
、
七
万
出
来
之
趣
ニ
、
金
谷
江
申
談
ル
事
、

　

・
同
年
九
月
十
二
日
（
下
６
０
）

　
　

一
、
弐
千
枚　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
箔
本
焼
金

　
　

 　

 

右
来
月
中
可
指
上
旨
、
道
具
屋
次
右
衛
門
申
聞
候
段
、
肝
煎
幸
蔵
申
聞
、
承

届
、
為
指
上
候
様
ニ
申
渡
候
事
、

　

・
同
年
十
月
七
日
（
下
９
０
）

　
　

一 

、（
前
略
）
金
箔
壱
万
枚
到
来
之
旨
、（
中
略
）
金
谷
佐
大
夫
委
曲
聞
之
金
箔

箱
共
佐
大
夫
江
ヘ
指
預
置
候
事
、

　

・
同
年
十
二
月
八
日
（
下
１
４
７
）

　
　

一
、
千
四
百
五
十
枚　
　
　

高
岡
よ
り
買
上
候
三
寸
箔
（
後
略
）

　

・
同
年
十
二
月
十
二
日
（
下
１
５
２
）

　

一
、
壱
万
六
千
八
百
枚　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
箔 

　

 　

 

右
二
十
四
日
出
、
昨
日
到
来
旨
、
是
ニ
而
先
達
而
申
遣
、
拾
万
枚
之
分
、
皆

納
之
段
金
谷
佐
大
夫
申
聞
之
事
、

　
　
（
中
略
）

　

一
、
拾
三
貫
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
箔
屋
権
兵
衛
渡
、
右
同
断

　

・
同
年
十
二
月
二
十
四
日
（
下
１
７
５
）

　
　

一
、
先
達
而
江
戸
表
江
申
遣
置
候
箔
之
内
、
左
之
高
今
日
致
着
候
旨
、
金
谷
佐

　
　
　

大
夫
申
聞
ニ
付
、
同
人
江
直
ニ
相
渡
候
事
、

　
　
　
　
　

壱
万
三
千
枚　
　
　
　

金
箔
四
寸
切
抜

　
　
　
　
　
　

但
、
壱
万
千
枚
入
壱
箱　
　

弐
千
枚
入
壱
枚
（
箱
カ
）

　

・
文
化
七
年
三
月
七
日
（
下
２
６
２
）　

　
　

一 

、
江
戸
表
へ
、
跡
よ
り
申
遣
候
金
箔
五
万
枚
買
上
人
違
候
間
、
重
テ
直
段
極

内
作
事
被
指
出
、
御
算
用
者
へ
相
渡
置
候
事
、

　
こ
れ
ら
か
ら
み
て
、
文
化
六
年
九
月
四
日
時
点
で
、
江
戸
箔
を
年
内
の
十
一
月
中

旬
ま
で
に
十
万
枚
購
入
す
る
計
画
を
た
て
、ま
ず
十
月
中
旬
ま
で
に
そ
の
う
ち
の
六
、

七
万
枚
は
出
来
る
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
記
録
に
み
え
る
江
戸
箔
当
来
の
記
事
は
、

十
月
七
日
の
一
万
枚
、
十
二
月
十
二
日
の
一
万
六
千
八
百
枚
だ
け
だ
が
、
こ
の
時
点

で
予
定
ど
お
り
十
万
枚
が
完
納
さ
れ
た
と
あ
り
、
し
か
も
こ
の
と
き
、
代
金
十
三
貫

目
が
江
戸
箔
屋
権
兵
衛
に
渡
さ
れ
、
そ
れ
で
決
済
と
な
っ
て
い
る
。
翌
文
化
七
年
三

月
七
日
の
条
に
は
、
江
戸
の
別
の
箔
屋
か
ら
さ
ら
に
五
万
枚
を
購
入
す
る
予
定
で
、

価
格
を
確
認
さ
せ
て
い
る
。こ
う
し
た
江
戸
箔
購
入
の
大
き
な
流
れ
が
あ
る
一
方
で
、

こ
の
間
に
も
十
月
七
日
に
は
高
岡
か
ら
千
四
百
五
十
枚
、
十
二
月
二
十
四
日
に
も
当

金
沢
で
五
百
枚
と
い
う
よ
う
に
随
時
少
量
の
調
達
が
な
さ
れ
て
い
る
。
造
営
の
最
終

局
面
に
近
づ
い
た
、
文
化
七
年
二
月
十
九
日
に
は
金
箔
の
必
要
が
無
く
な
り
、
さ
き

の
肝
煎
幸
蔵
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
申
し
渡
し
が
さ
れ
て
い
る
。

　
　

　

二
月
十
九
日
（
下
２
４
６
）
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一 

、
先
達
而
町
方
江
申
渡
候
金
箔
為
打
候
義
、
最
早
箔
御
入
用
無
御
座
筈
ニ
付
、

先
達
而
御
渡
之
金
目
方
等
、夫
々
遂
勘
定
可
指
出
旨
、肝
煎
幸
蔵
江
申
渡
候
事
、

こ
れ
を
み
る
と
さ
き
に
町
方
に
申
し
渡
し
た
金
箔
打
ち
の
こ
と
は
、
も
は
や
入
用
と

し
な
い
の
で
、
す
で
に
渡
し
た
金
は
目
方
を
精
算
し
て
差
し
出
す
よ
う
に
指
示
し
て

い
る
。
じ
っ
さ
い
こ
れ
を
境
に
金
箔
購
入
関
係
の
記
事
は
ぐ
っ
と
少
な
く
な
る
。

２　

地
元
生
産

現
地
生
産
に
関
し
て
は
、
文
化
六
年
二
月
十
九
日
に
平
兵
衛
が
京
都
か
ら
三
人
の

箔
打
ち
職
人
を
雇
い
入
れ
て
連
れ
帰
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
先
だ
つ
十
六
日
か
ら
す
で

に
四
人
が
打
ち
込
み
、
七
人
に
て
と
あ
る
か
ら
、
地
元
に
こ
の
と
き
す
で
に
少
な
く

と
も
平
兵
衛
以
外
に
三
人
の
箔
打
ち
職
人
が
来
て
お
り
、
そ
こ
へ
新
た
に
こ
の
京
都

か
ら
の
三
人
が
加
わ
っ
て
、
七
人
体
制
を
組
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
箔
屋
伊

助
は
つ
ぎ
に
挙
げ
る
二
月
七
日
条
に
よ
れ
ば
、
二
、
三
月
中
に
毎
月
三
千
枚
（
四
寸

箔
）
計
六
千
枚
を
確
か
に
仕
上
げ
る
と
い
う
旨
の
書
面
を
出
し
て
い
る
。

　
　

　

二
月
七
日
（
上
１
４
８
）

　

一 

、
金
箔
上
澄
金
相
渡
入
情
（
精
）
候
へ
ハ
、
当
月
三
千
枚
、
三
月
三
千
枚
都

合
六
千
枚
、
急
度
出
来
候
旨
、
箔
屋
伊
助
書
出
候
事

じ
っ
さ
い
に
こ
の
あ
と
二
ヶ
月
間
で
金
箔
六
千
枚
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
か
ら
、
精

勤
す
れ
ば
一
人
が
一
月
当
た
り
四
百
三
十
枚
程
度
は
仕
上
げ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
金
沢
に
お
け
る
箔
生
産
の
目
処
が
立
つ
と
、
京
都
か
ら
買
い
上
げ
る
必
要

は
な
い
と
決
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
す
ぐ
後
に
江
戸
の
箔
が
値
下
が
り
す

る
と
江
戸
箔
購
入
の
決
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
だ
。

つ
ぎ
に
文
化
六
年
の
秋
、
九
月
十
二
日
条
に
あ
る
肝
煎
幸
蔵
か
ら
出
さ
れ
た
大
坂

の
箔
打
ち
職
人
招
聘
に
関
連
す
る
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

　

九
月
十
二
日
（
下
６
１
）

　

一 

、
大
坂
金
箔
之
儀
、
及

議
候
処
、
肝
煎
幸
蔵
よ
り
申
遣
、
見
本
三
、
四
通

指
出
候
処
、
金
色
不
宜
、
第
一
高
貴
ニ
付
、
指
止
之
事

　

一 

、
大
坂
箔
屋
問
屋
酢
屋
六
左
衛
門
手
代
左
七
与
申
者
、
買
用
ニ
而
、
幸
蔵
才

許
中
村
屋
彦
助
方
へ
罷
越
居
申
ニ
付
、
左
右
七
を
以
、
箔
検
儀
仕
候
処
、
六

左
衛
門
方
よ
り
内
分
ニ
而
箔
打
拾
四
、
五
人
も
可
指
下
旨
申
越
候
ニ
付
、
早

速
呼
寄
候
様
申
渡
、
若
旅
用
等
之
儀
申
聞
候
者
、
取
計
、
少
充
ハ
貸
渡
可
申

旨
等
、
肝
煎
幸
蔵
申
渡
候
事
、 

　
　
　
　

但
、
町
用
（
同
カ
）
心
江
も
相
達
置
候
様
、
幸
蔵
江
申
渡
候
事

こ
れ
に
よ
れ
ば
大
坂
の
金
箔
を
肝
煎
幸
蔵
か
ら
四
種
類
を
提
出
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
金

の
色
も
悪
く
、
第
一
に
高
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
購
入
は
取
り
や
め
に
し
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
、
大
坂
の
箔
屋
問
屋
酢
屋
六
左
衛
門
の
手
代
左
七
が
ち
ょ
う
ど
金
沢
に

来
て
お
り
、
主
人
の
意
を
受
け
た
左
七
か
ら
箔
打
職
人
十
四
、
五
人
ば
か
り
を
金
沢

に
指
し
下
す
用
意
が
あ
る
と
聞
く
と
、
早
速
呼
び
寄
せ
た
い
か
ら
、
旅
費
な
ど
少
し

な
ら
ば
貸
し
渡
す
よ
う
に
な
ど
と
幸
蔵
に
申
し
渡
し
て
い
る
。
こ
の
後
、
こ
の
件
に

つ
い
て
の
関
連
記
事
は
見
あ
た
ら
な
い
た
め
、
以
後
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

当
地
生
産
量
に
関
す
る
記
事
は
少
な
く
詳
細
は
分
か
り
に
く
い
の
だ
が
、
購
入
と

地
元
生
産
に
よ
っ
て
、
次
節
で
見
て
ゆ
く
よ
う
に
、
絵
師
な
ど
か
ら
の
要
請
に
応
じ

て
円
滑
に
金
箔
を
供
給
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

３　

保
管
場
所

保
管
場
所
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
が
「
町
会
所
」
だ
が
、
こ
こ
は
ま
た

当
地
産
の
金
箔
制
作
の
場
と
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
生
産
し
た
金
箔
を
そ
の

ま
ま
町
会
所
に
保
管
し
て
お
き
、
必
要
な
分
を
配
る
と
い
う
体
制
が
基
本
で
あ
っ
た

よ
う
だ
。
と
き
に
は
、
こ
こ
で
「
寝
箔
」
が
生
じ
れ
ば
そ
れ
を
蒔
き
用
に
し
た
経
緯

が
わ
か
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
化
六
年
の
記
事
も
あ
る
。
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・
三
月
四
日
（
上
１
８
５
）

　
　

一 

、
千
三
百
二
十
枚　
　
　

金
箔
町
会
所
出
来
之
内
取
揚
砂
子
方
ヘ
遣
、
金
谷

左
大
夫
江
渡

　

・
十
月
十
二
日
（
下
９
８
）

　
　

一 

、
先
達
而
町
会
所
預
置
候
八
千
枚
之
金
箔
、
此
間
三
千
枚
取
揚
、
表
具
師
へ

相
渡
、
写
替
ニ
取
懸
り
候
所
、
寝
箔
ニ
相
成
、
御
費
懸
申
由
故
、
右
三
千
枚

者
、追
而
蒔
箔
ニ
振
向
候
へ
ハ
御
用
立
申
ニ
付
、右
三
千
枚
ハ
内
作
事
へ
預
置
、

先
日
江
戸
表
よ
り
到
来
之
壱
万
之
分
被
相
渡
候
様
ニ
金
谷
佐
大
夫
江
申
渡
候

事
、

三
月
四
日
に
金
箔
千
三
百
二
十
枚
を
町
会
所
で
出
来
た
分
か
ら
取
り
あ
げ
て
、
砂
子

方
に
遣
っ
た
と
い
う
。
同
じ
よ
う
に
、
十
月
十
二
日
に
は
、
町
会
所
に
預
け
て
お
い

た
金
箔
八
千
枚
の
う
ち
か
ら
三
千
枚
を
表
具
師
へ
渡
し
て
写
し
替
え
に
か
か
っ
た
と

こ
ろ
寝
箔
に
な
り
、
費
用
が
か
か
る
の
で
、
こ
の
三
千
枚
は
蒔
箔
用
に
す
る
こ
と
に

し
て
、
と
り
あ
え
ず
必
要
な
三
千
枚
は
先
日
江
戸
か
ら
届
い
た
一
万
枚
の
内
か
ら
渡

す
こ
と
が
内
作
事
奉
行
の
金
谷
左
大
夫
に
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。

現
場
の
大
工
や
蒔
師
な
ど
が
必
要
な
金
箔
を
入
手
す
る
方
法
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ

た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
玄
関
廻
り
も
仕
上
が
っ

て
造
作
も
最
終
段
階
に
近
づ
い
た
、
文
化
七
年
四
月
以
降
の
杉
戸
絵
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と

仕
上
が
っ
て
き
て
い
る
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

　

五
月
三
日
（
下
３
０
２
）

　

一 

、
八
ツ
頭
御
杉
戸
出
来
ニ
付
、
蒔
箔
四
寸
箔
百
枚
被
相
渡
候
様
、
内
作
事
江

申
談
ル
事
、

こ
の
八
頭
鳥
を
描
い
た
杉
戸
は
、
虎
ノ
間
と
竹
ノ
間
の
境
を
な
す
御
殿
の
要
所
に
位

置
す
る
（
末
尾
の
図
表
参
照
。
図
中
④
に
あ
た
る
）
も
の
だ
が
、絵
が
出
来
た
の
で
、

こ
れ
に
蒔
く
た
め
の
四
寸
箔
百
枚
を
渡
し
て
も
ら
う
よ
う
に
内
作
事
奉
行（
金
谷
か
）

に
申
し
は
か
る
よ
う
に
と
あ
る
。
杉
戸
絵
の
完
成
を
見
て
、
直
接
管
轄
す
る
内
作
事

奉
行
に
大
工
か
ら
必
要
な
金
箔
の
枚
数
を
申
請
す
る
よ
う
に
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

４　

金
箔
売
買
の
関
連
者

　

こ
こ
で
は
金
箔
を
扱
っ
た
箔
屋
な
ど
と
い
っ
た
町
人
側
の
関
連
者
た
ち
に
つ
い
て

考
察
し
て
お
く
。

　

文
化
度
金
沢
城
造
営
に
当
っ
て
、金
箔
の
購
入
先
は
、『
日
並
記
』に
よ
れ
ば
、金
沢
、

江
戸
、
そ
し
て
高
岡
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
名
前
の
わ
か
る
町
人
は
、
金
沢
の
箔

屋
伊
助
と
つ
ぎ
に
引
く
文
化
六
年
六
月
二
十
五
日
条
の
金
や
忠
兵
衛
、
そ
し
て
先
に

も
触
れ
た
江
戸
の
箔
屋
清
兵
衛
と
箔
屋
権
兵
衛
で
あ
る
。

　
　

六
月
二
十
五
日
（
上
３
４
４
）

　
　

一 

、
四
百
九
拾
六
匁
八
分　
　
　
四
寸
本
焼
金
箔
三
百
四
十
二
枚
、
三
寸
、
同
断
、
千

八
百
枚
、
金
や
忠
兵
衛

伊
助
は
箔
を
売
る
ば
か
り
で
な
く
、「
箔
繰
」「
箔
押
」
と
い
っ
た
関
連
す
る
仕
事
も

行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
が
、
江
戸
の
清
兵
衛
と
権
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
購

入
記
事
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
も
さ
き
に
も
触
れ
た
が
、
清
兵
衛
か
ら
は
文
化
六
年
に

十
万
枚
を
十
三
貫
目
で
購
入
し
て
お
り
、
そ
の
翌
文
化
七
年
に
は
権
兵
衛
か
ら
五
万

枚
購
入
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
高
岡
か
ら
は
こ
れ
も
さ
き
に
触
れ
た
よ
う
に
文
化
六

年
十
二
月
六
日「
三
寸
箔
買
上
」と
あ
る
が
、購
入
枚
数
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、

金
沢
に
は
「
大
坂
金
箔
梅
印
等
百
枚
」
の
値
段
を
聞
か
れ
て
い
る
中
村
屋
彦
助
、
屑

箔
を
扱
っ
て
い
た
網
屋
弥
兵
衛
、
あ
る
い
は
道
具
屋
治
右
兵
衛
の
名
も
み
え
る
も
の

の
、
い
ま
ひ
と
つ
具
体
が
つ
か
め
ず
、
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。
彦
助
の
場
合
、
見

本
と
し
て
百
枚
が
単
位
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
が
、
す
で
に
大
坂
箔
は
造

営
早
期
に
色
の
悪
さ
と
高
価
な
こ
と
か
ら
購
入
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
触

れ
た
。
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５　

金
箔
の
値
段
と
種
類

　
『
日
並
記
』は
金
箔
の
取
引
値
段
に
つ
い
て
も
細
か
い
記
録
を
残
し
て
い
る
。当
時
、

東
日
本
が
金
本
位
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
西
日
本
は
銀
本
位
で
あ
り
、
文
化
度
造

営
に
お
け
る
金
沢
藩
で
は
、
国
も
と
で
の
支
払
い
は
銀
本
位
で
あ
り
、
江
戸
の
購
入

で
は
金
支
払
い
と
い
う
ふ
う
に
、購
入
先
の
支
払
方
式
に
従
っ
た
対
応
を
し
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
に
お
い
て
は
金
の
相
場
は
変
動
し
て
い
た
か
ら
、
江
戸
で
急
落
し
た
と

き
に
は
、
加
賀
藩
は
急
遽
大
量
に
購
入
を
決
定
し
て
い
た
こ
と
は
先
に
見
た
と
お
り

で
あ
る
。
改
め
て
こ
の
と
き
の
江
戸
金
箔
の
購
入
価
格
を
み
る
と
、
九
月
に
中
勘
と

し
て
十
五
貫
目
、
十
二
月
に
十
三
貫
目
支
払
っ
て
完
済
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
金
箔

十
万
枚
の
総
価
格
だ
と
す
れ
ば
、金
箔
百
枚
に
つ
き
二
十
八
匁
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
別
の
例
と
比
較
し
て
み
る
た
め
に
。

ま
ず
、
主
な
関
連
記
事
を
以
下
に
列
記
す
る
。

　　

①
文
化
六
年
二
月
十
九
日
（
上
９
７
）

　
　

一 

、
江
戸
箔
屋
清
兵
衛
（
中
略
）
但
、
百
枚
ニ
金
三
拾
壱
匁
五
分
、
銀
ニ
直
江

戸
六
拾
六
匁
五
分
、
相
場
図
三
拾
四
匁
九
分
壱
厘
、
尤
四
寸
箔
之
事
、

　

②
同
年
二
月
二
十
日
（
上
１
０
５
）

　
　

一 

、
壱
匁
三
分
三
厘
五
毛　

極
上
大
焼
足
四
寸
切
抜
、
金
箔
三
枚
代
、
壱
枚
ニ

付
四
分
四
厘
五
毛 

　
　

一 

、
八
分
五
厘
五
毛　
　
　

中
焼
三
寸
四
寸
分
、
金
箔
三
枚
代
、
壱
枚
ニ
付
弐

分
八
厘
五
毛
充

　
　

一 

、
七
分
六
厘
五
毛　
　
　

光
沢
三
寸
四
分
、金
箔
三
枚
代
、壱
枚
ニ
付
弐
分
五

厘
五
毛

　
　

一 

、
六
分
七
厘
五
毛　
　
　

青
焼
三
寸
四
分
、
金
箔
三
枚
代
、
壱
枚
弐
分
弐
厘

五
毛

　
　
　
　

〆
四
匁
四
分
五
厘
五
毛

　

③
同
年
四
月
九
日
（
上
２
２
４
）

　
　

一
、
百
九
拾
目　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
焼
金
三
寸
箔
、
千
枚

　
　
　
　
　
　

代
百
枚
ニ
付
、

　
　
　
　
　
　
　

十
九
匁
、

　
　

一 

、
百
九
十
目
八
分　
　
　
　
　
　
　
　

中
金
四
寸
金
箔
、五
百
三
拾
八
枚
代

　
　
　
　
　
　
　

百
枚
ニ
付
、
三
拾
六
匁

　
　

一
、
三
拾
九
匁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
金
四
寸
箔
、
百
枚
代

　
　
　
　
　
　
　
　

〆
四
百
拾
九
匁
八
分

　

④
同
年
五
月
十
五
日
（
上
２
７
３
）

　
　

一 

、
弐
千
八
百
枚　
　
　
　
　

本
焼
金
四
寸
箔
百
枚
、
四
十
目
か
へ

　
　
　
　
　

代
壱
貫
百
二
十
目

　

⑤
文
化
七
年
三
月
十
一
日
（
下
２
６
８
）

　
　

一
、
三
百
五
拾
五
匁　
　
　
　

色
宜
金
箔
千
枚
ニ
付
直
段
極
、金
谷
佐
大
夫
奥
書 

　
　

右
令
奥
印
事

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
各
種
の
金
箔
を
い
ま
も
用
い
ら
れ
て
い
る
百
枚
単
位
の
値
段
に

直
し
て
以
下
の
一
覧
表
に
整
理
し
て
み
た
。

四
寸
箔 

33
匁
５
分

極
上
大
焼
足
四
寸
切
抜 

 

44
匁
５
分

中
焼 

 

28
匁
５
分

光
沢
三
寸
四
分 

 

25
匁
５
分

青
焼 

 

22
匁
５
分

本
焼
金
三
寸 

 
 

19
匁

中
金
四
寸 

 
 

36
匁

本
金
四
寸 

 
 

39
匁 

40
匁

色
宜 

 
 

 
 

35
匁
５
分

 

①
２
・
19 

②
２
・
20 

③
４
・
９ 

④
５
・
15 

⑤
３
・
11

種
類

日
付
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こ
の
一
覧
表
に
よ
っ
て
先
に
算
出
し
た
江
戸
箔
百
枚
二
十
八
匁
と
い
う
値
段
を
み
れ

ば
、
中
金
、
本
金
あ
る
い
は
中
焼
の
い
ず
れ
で
あ
れ
四
寸
箔
で
あ
れ
ば
、
確
か
に
割

安
で
あ
る
か
ら
大
量
注
文
し
た
の
も
納
得
で
き
る
。
箔
の
大
き
さ
は
、
正
方
形
を
な

す
箔
の
一
辺
の
長
さ
で
表
す
か
ら
、
三
寸
、
四
寸
と
い
っ
た
呼
称
は
い
ま
も
用
い
ら

れ
て
い
る
も
の
だ
が
、品
質
に
つ
い
て
の「
本
焼
」「
中
焼
」「
青
焼
」「
中
金
」「
本
金
」「
色

宜
」
な
ど
の
表
現
が
現
行
の
も
の
と
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
は
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

　

さ
ら
に
表
向
き
の
造
営
に
本
格
的
に
と
り
か
か
っ
た
文
化
六
年
四
月
四
日
条
に
つ

ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　
　

四
月
四
日
（
上
１
９
９
）

　
　

一 

、
御
居
間
書
院
台
御
張
付
金
砂
子
浅
黄
地
百
八
拾
枚
共
出
来
、
指
出
候
ニ
付
、

見
届
、
請
取
、
内
作
事
江
相
渡
候
事
、

藩
主
の
表
の
居
間
た
る
書
院
に
貼
る
「
金
砂
子
浅
黄
地
」（
浅
黄
地
に
金
砂
子
蒔
き

の
紙
で
あ
ろ
う
）
百
八
十
枚
が
出
来
上
が
っ
て
内
作
事
方
へ
渡
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
屑
箔
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
屑
箔
は
運
搬
中
あ
る
い
は
作
業
工
程
中

に
生
じ
て
く
る
、
そ
の
ま
ま
箔
と
し
て
は
使
え
な
い
箔
を
さ
す
。
つ
ぎ
の
文
化
六
年

の
七
、
八
月
の
記
録
に
よ
っ
て
業
者
が
重
量
で
そ
れ
ら
を
売
買
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　

・
七
月
十
二
日
（
上
３
８
４
）

　
　

一 

、
百
三
拾
三
匁
弐
分　
　
　
　
　
　

屑
箔
目
形
三
匁
三
分
三
厘
、
壱
分
ニ
付

四
匁
充
、
網
屋
弥
兵
衛 

　
　
　

右
直
段
極
、
令
割
印
事
、

　

・
八
月
二
日
（
下
５
）

　
　

一
、
百
三
拾
三
匁
弐
分　
　
　
　
　
　

屑
箔
目
形
三
匁
三
分
三
厘
代

は
じ
め
の
七
月
十
二
日
条
で
は
、
屑
箔
を
網
屋
弥
兵
衛
な
る
も
の
に
対
し
て
三
匁
三

分
三
厘
の
屑
箔
の
値
段
を
百
三
十
匁
二
分
と
決
め
、
こ
れ
を
つ
ぎ
の
八
月
二
日
に
支

払
っ
て
い
る
。
屑
箔
は
と
き
に
は
打
ち
直
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
後
年
、
元
治

元
年
に
は
破
損
し
た
箔
の
打
ち
直
し
を
名
目
に
特
別
に
金
沢
で
の
箔
打
ち
が
公
認
さ

れ
た
こ
と
（
８
）
を
考
え
る
と
、
そ
の
先
行
形
態
を
考
え
る
資
料
と
な
る
。

二　

金
箔
か
ら
見
た
御
殿
の
内
装̶

絵
師
・
表
具
師
・
塗
師
の
仕
事

　

城
郭
建
築
を
外
か
ら
見
れ
ば
、天
守
閣
は
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

織
田
信
長
の
建
て
た
安
土
城
で
は
天
主
跡
か
ら
金
箔
瓦
が
出
土
し
て
い
る
し
、
最
近

の
金
沢
城
発
掘
調
査
報
告
に
よ
れ
ば
、
初
期
金
沢
城
も
金
瓦
に
輝
い
て
い
た
可
能
性

が
高
い
と
い
う
（
９
）。
そ
し
て
一
歩
城
の
中
に
足
を
踏
み
入
れ
れ
ば
、
対
面
空
間
こ

そ
が
も
っ
と
も
御
殿
と
し
て
の
中
心
を
な
す
わ
け
だ
が
、
そ
こ
は
襖
絵
は
も
と
よ
り

天
井
ま
で
が
金
と
極
彩
色
に
よ
っ
て
目
も
あ
や
に
色
ど
ら
れ
て
い
た
。
近
世
初
頭
の

城
郭
建
築
と
そ
の
内
部
、
と
く
に
襖
絵
を
中
心
と
し
た
研
究
は
少
な
く
な
い
。
し
か

し
、
京
都
御
所
や
江
戸
城
と
い
っ
た
権
力
中
枢
が
そ
の
中
心
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の

も
の
と
な
る
と
ぐ
っ
と
密
度
が
低
く
な
る
。
と
も
に
明
治
に
は
入
っ
て
焼
失
し
て
し

ま
っ
た
、
熊
本
城
あ
る
い
は
金
沢
城
の
研
究
が
近
年
よ
う
や
く
緒
に
就
い
た
ば
か
り

で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
部
分
が
多
い
と
い
え
よ
う
。

　

本
節
で
は
、
文
化
度
造
営
の
金
沢
城
二
ノ
丸
御
殿
に
お
い
て
、
金
箔
が
使
用
さ
れ

た
箇
所
の
確
認
を
し
、
さ
ら
に
箔
を
実
際
に
扱
っ
た
絵
師
・
表
具
師
・
塗
師
た
ち
が
、

ど
の
よ
う
な
作
業
手
順
に
よ
っ
て
襖
、
杉
戸
、
唐
紙
、
天
井
な
ど
を
仕
上
げ
て
い
っ

た
か
を
た
ど
っ
て
み
る
。
文
献
資
料
と
し
て
は
、『
日
並
記
』に
加
え
て
、「
才
記
文
書
」

「
書
留
」
な
ど
の
関
連
記
事
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
さ
き
に
結
論
を
い
っ
て
し

ま
え
ば
、
金
箔
・
金
砂
子
が
多
様
さ
れ
た
の
は
御
殿
の
中
で
も
表
向
き
、
す
な
わ
ち

奥
書
院
・
小
書
院
・
竹
ノ
間
・
式
台
と
そ
れ
ら
に
関
連
す
る
座
敷
で
あ
り
、
そ
こ
で

は
襖
は
も
と
よ
り
、
天
井
か
ら
有
壁
も
ふ
く
め
て
室
内
全
体
に
金
が
施
さ
れ
、
さ
ら

に
と
こ
ろ
に
よ
り
杉
戸
に
も
金
を
施
し
、
窓
に
は
蒔
絵
、
瓦
に
も
破
風
や
懸
魚
に
は
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金
で
紋
所
を
付
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
内
装
と
別
に
儀
礼
用
の
調
度
と
し
て
御
殿
の

必
需
品
で
あ
っ
た
屏
風
、
衝
立
に
も
金
箔
は
用
い
ら
れ
て
い
た
。

　

本
章
で
は
二
ノ
丸
御
殿
内
の
種
々
の
座
敷
が
登
場
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
位
置
や
襖

絵
の
画
題
、
さ
ら
に
周
辺
の
杉
戸
な
ど
に
つ
い
て
は
、
末
尾
の
図
表
「
文
化
度
金
沢

城
二
ノ
丸
御
殿
襖
絵
・
杉
戸
配
置
図
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

１　

御
殿
の
表
廻
り
は
黄
金
空
間

　

ま
ず
、
二
ノ
丸
御
殿
の
う
ち
金
箔
を
用
い
た
座
敷
に
つ
い
て
、『
日
並
記
』
文
化

六
年
六
月
十
六
日
条
に
ま
と
ま
っ
た
記
述
が
あ
る
。

　
　

六
月
十
六
日
（
上
３
２
１
）

　
　

一 

、
此
間
し
ら
へ
金
御
張
附
一
件
、
絵
図
ニ
付
札
を
以
相
伺
置
候
分
、
檜
垣
ノ

御
間
よ
り
御
小
書
院
江
之
御
廊
下
並
同
所
よ
り
瀧
ノ
御
間
ノ
方
へ
之
御
廊
下

ハ
、
常
御
唐
紙
地
与
被　

仰
出
候
、

　
　

一 

、
御
装
束
之
御
間
ハ
、
野
筋
を
指
止
、
模
様
相
伺
可
申
旨
、
仰
出
、
同
所
前

御
廊
下
も
同
御
唐
紙
用
可
申
旨
被　

仰
出
候
、

　
　

一
、
御
小
書
院
御
床
ノ
後
、
三
尺
ノ
御
廊
下
も
金
模
様
与
被　

仰
出
候
、

　
　
（
中
略
）

　
　

一
、
御
小
書
院
等
・
表
御
式
台
都
テ
金
箔
御
入
用
高
し
ら
へ
、
申
談
置
候
所
、

　
　
　

金
谷
佐
大
夫
左
之
通
り
被
書
出
候
事
、 　
　

　
　
　
　

一
、
拾
六
万
六
（
五
）
百
枚　
　
　
　

四
寸
金
箔
惣
御
入
用
高

　
　
　
　
　
　
　

内
六
万
弐
壱
千
百
枚　
　
　
　
　
　

竹
ノ
御
間
等

　
　
　
　
　
　
　

五
万
三
千
弐
百
枚　
　
　
　
　
　
　

御
小
書
院

　
　
　
　
　
　
　

四
万
五
千
三
百
枚　
　
　
　
　
　
　

表
御
式
台
等

　
　
　
　

 

右
之
御
入
用
之
旨
ニ
付
、
猶
更
御
国
箔
出
来
方
之
増
方
詮
議
之
趣
、
肝
煎

幸
蔵
江
申
渡
事
、

こ
こ
に
み
え
る
の
は
御
殿
の
う
ち
の
表
向
き
座
敷
の
内
装
に
つ
い
て
の
施
工
案
だ

が
、
金
箔
を
使
用
す
る
箇
所
を
小
書
院
（
等
カ
）、
竹
ノ
間
等
、
式
台
等
と
し
、
必

要
枚
数
を
四
寸
箔
で
総
計
十
六
万
六
（
五
）
百
枚
と
試
算
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ

れ
以
外
の
廊
下
な
ど
は
金
模
様
の
唐
紙
に
す
る
と
い
う
。
こ
の
「
竹
ノ
間
等
」
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
は
、『
日
並
記
』
の
記
述
か
ら
み
て
、
隣
接
す
る
矢
天
井
の
間
も
ふ

く
め
た
儀
礼
の
さ
い
に
は
一
ま
と
め
に
し
て
用
い
る
事
の
多
い
周
辺
座
敷
を
含
ん
で

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

じ
つ
は
、
こ
の
六
月
の
記
事
に
先
立
つ
、
四
月
に
も
奥
書
院
、
広
式
の
対
面
所
な

ど
に
つ
い
て
、
同
じ
よ
う
に
金
箔
入
用
箇
所
の
か
き
立
て
は
あ
る
も
の
の
、
必
要
枚

数
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、『
日
並
記
』
に
よ
れ
ば
、
奥
向
き
で
は
、
床
や

小
戸
袋
な
ど
に
砂
子
を
施
す
だ
け
だ
か
ら
、
大
量
に
必
要
な
の
は
、
奥
書
院
中
心
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
座
敷
の
面
積
に
比
例
す
る
と
考
え
れ
ば
、
奥
書
院
で
は
、
五
、

六
万
枚
金
箔
が
必
要
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

二
ノ
丸
御
殿
表
廻
り
の
金
箔
か
ら
み
た
内
装
一
覧

 

床（
と
こ
） 

張
付 

襖 

天
井

式
台 

惣
金
若
松 

 

若
松
無
地
金 

金
箔
並
あ
い
ろ
形
、
さ
や
形

実
検
間 

惣
金 

 
 

さ
お
ふ
ろ
板
天
井

虎
ノ
間 

 

惣
金 

惣
金
虎

廊
下 

 
 

 

さ
や
形
、
式
台
同
様

竹
ノ
間 

無
地
金 

惣
金 

惣
金 

碁
天
井
、
折
上
、
唐
草

矢
天
井
間 

惣
金 

 

春
草
等
四
季
草 

矢

瀧
間 

惣
金 

 

惣
金 

碁
す
み
き
り
金
箔

芙
蓉
間 

有 

惣
金 

惣
金 

碁
す
み
き
り
金
箔

表
書
院 

 

砂
子
山
水 

砂
子
山
水 

碁
天
井
・
折
上

牡
丹
間 

 

惣
金 

惣
金 

板
天
井

横
廊
下 

 
 

 

鳥
襷
金
筋

萩
ノ
間 

 
 

惣
金 

板
天
井

装
束
間 

 
 

 

板
天
井

違
棚
等

砂
子
納
戸
構

部
屋
名

部
分

桐
金
箔
か
け

ひ
な
た
白
地

※
空
欄
部
は
記
述
の
な
い
こ
と
を
示
す
。
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「
才
紀
家
文
書
」
中
に
は
表
具
師
と
し
て
床
張
付
や
襖
に
箔
押
し
関
連
の
記
録
が

い
く
つ
か
み
え
る
。
そ
の
う
ち
最
も
御
殿
表
向
き
の
金
箔
使
用
状
況
を
一
覧
で
き
る

の
が
、
文
化
七
年
四
月
二
十
三
日
付
け
の
御
造
営
方
御
作
事
所
留
書
所
か
ら
才
紀
仁

右
衛
門
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
部
屋
ご
と
に
一
覧
表
に
整
理
し
て

み
る
と
前
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
内
装
一
覧
か
ら
み
て
式
台
か
ら
小
書
院
、
装
束
間
ま
で
、
表
向
き
の
座
敷
は
、

室
内
は
床
（
と
こ
）
か
ら
張
付
、襖
、天
井
に
至
ま
で
ほ
と
ん
ど
が
「
惣
金
」「
無
地
金
」

「
金
箔
」「
金
筋
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
、
い
わ
ば
黄
金
空
間
と
し
て
仕
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
地
味
な
小
書
院
で
も
山
水
に
砂
子
蒔
き
さ
れ
て
お
り
、
室
町
時
代
の
山
水
襖
絵

が
素
地
が
お
き
ま
り
で
あ
っ
た
の
と
は
ま
っ
た
く
様
変
わ
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
居

間
や
奥
書
院
も
砂
子
蒔
き
さ
れ
て
お
り
（
10
）、
こ
の
表
向
き
の
儀
礼
空
間
は
黄
金
に

輝
く
、
他
の
座
敷
と
は
は
っ
き
り
と
異
な
る
空
間
と
し
て
特
徴
付
け
ら
れ
て
い
た
と

い
え
よ
う
。

２　

黄
金
の
襖
絵̶

絵
師
と
表
具
師
の
共
同

　

襖
絵
は
、
基
本
的
に
は
絵
師
が
下
絵
か
ら
本
絵
ま
で
を
担
当
す
る
の
だ
が
、
す
で

に
述
べ
た
と
お
り
、二
ノ
丸
御
殿
の
襖
絵
な
ど
室
内
装
飾
の
彩
色
部
分
に
つ
い
て
は
、

絵
師
十
五
名
が
分
担
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
主
要
画
家
が
当
て
ら
れ
た
。

表
向
き
の
座
敷
の
主
要
部
分
で
あ
る
居
間
、
奥
書
院
、
小
書
院
、
竹
ノ
間
と
そ
の
関

連
座
敷
は
、
江
戸
か
ら
招
聘
さ
れ
た
狩
野
祐
益
・
墨
川
親
子
が
担
当
し
、
玄
関
か
ら

表
式
台
、
虎
ノ
間
、
実
検
ノ
間
は
京
都
の
岸
駒
・
岱
父
子
、
そ
し
て
杉
戸
は
在
地
の

佐
々
木
泉
景
、
天
井
は
梅
田
九
栄
（
八
代
）
と
い
う
ふ
う
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に

拙
論
（
11
）
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
狩
野
祐
益
が
奥
書
院
と
こ
れ
に
隣
接
す
る
松
の
間
の
襖
絵
を
ほ
ぼ
仕
上
げ

た
段
階
で
、
金
砂
子
蒔
を
施
す
工
程
を
辿
っ
て
み
よ
う
。

　

・
文
化
六
年
四
月
三
日
（
上
１
９
２
）

　
　

一 

、
奥
御
書
院
御
張
附
砂
子
ニ
被　

仰
付
、
松
之
間
ハ
砂
子
薄
（
箔
）
被
仰
付
、

御
作
事
奉
行
等
江
申
談
候
事
、

　

・
同
年
五
月
十
五
日

　
　

一
、
千
百
枚
奥
書
院
蒔
箔
受
取
度
旨
友
益
申
由
故
、
御
国
制
箔
相
渡
遣
事
、　

　
　
　
　
　

但
、
村
田
三
郎
兵
衛
江
相
渡
事

　

・
同
年
八
月
十
一
日
（
下
２
２
）

　
　

一
、
狩
野
祐
益
、
奥
御
書
院
御
唐
紙
蒔
箔
ニ
屑
箔
、
正
味
金
箔
三
匁
三
分
三
厘

　
　
　

相
渡
候
、
村
田
三
郎
兵
衛
へ
相
渡
候
事

　
　
（
中
略
） 

　
　

一 

、
奥
御
書
院
蒔
箔
御
用
、
重
而
御
当
地
出
来
金
箔
受
取
申
度
旨
、
祐
益
申
聞
、

四
百
枚
村
田
三
郎
兵
衛
へ
相
渡
事
、

　

・
文
化
七
年
二
月
二
十
二
日
（
下
２
４
７
）

　
　

一
、
芙
蓉
之
御
間
蒔
箔
四
寸
箔
千
枚
、
請
取
度
旨
申
渡
候
ニ
付
、
内
作
事
方
へ

　
　
　

申
談
事
、

　

・
同
年
三
月
朔
日
（
下
２
５
５
）

　
　

一 

、
当
四
日
よ
り
於
御
楽
屋
多
、
祐
益
義
萩
ノ
御
間
、
墨
川
義
ハ
竹
ノ
御
間
仕

残
之
分
、
取
懸
候
様
申
渡
、
尤
箔
置
之
表
具
師
之
義
も
、
同
日
よ
り
懸
渡
被

申
様
、
内
作
事
方
へ
申
談
候
事
、

　

・
同
年
六
月
二
日
（
下
３
４
２
）

　
　

一 

、
松
ノ
御
間
有
壁
蒔
箔
、
祐
益
手
透
無
之
ニ
付
、
梅
田
九
栄
於
御
楽
屋
多
手

伝
為
致
度
旨
、
金
谷
佐
大
夫
申
聞
、
其
通
与
申
談
候
事
、

ま
ず
四
月
に
藩
主
の
指
示
と
し
て
、
奥
書
院
の
壁
張
付
を
砂
子
蒔
き
に
す
る
こ
と
、

隣
接
す
る
松
ノ
間
の
方
に
は
砂
子
を
薄
く
蒔
く
こ
と
が
作
事
奉
行
に
伝
え
ら
れ
た
。

こ
れ
か
ら
一
ヶ
月
後
の
五
月
十
五
日
に
、
祐
益
か
ら
砂
子
蒔
き
用
の
箔
千
百
枚
の
受

取
が
申
請
さ
れ
、
こ
れ
に
加
賀
産
の
箔
を
充
て
る
旨
を
内
作
事
奉
行
か
ら
村
田
三
郎

兵
衛
に
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
八
月
十
一
日
の
祐
益
の
申
請
に
対
し
て
は
、

同
じ
奥
書
院
用
唐
紙
の
蒔
き
箔
用
に
屑
箔
三
匁
三
分
三
厘
に
加
え
て
当
地
産
金
箔
四

百
枚
を
渡
す
こ
と
を
同
じ
村
田
三
郎
兵
衛
に
申
し
渡
し
て
い
る
。
こ
の
屑
箔
は
、
目
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方
が
ぴ
っ
た
り
と
合
う
の
で
前
節
の
最
後
に
み
た
よ
う
に
屑
箔
を
扱
う
網
屋
右
兵
衛

か
ら
七
月
に
購
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

別
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、文
化
六
年
の
十
月
か
ら
翌
七
年
の
六
月
に
か
け
て
の
岸
駒
、

岸
岱
お
よ
び
佐
々
木
泉
景
の
例
を
見
よ
う
。

　

・
文
化
六
年
十
月
十
八
日
（
下
１
１
９
）

　
　

一
、
岸
越
前
介
よ
り
蒔
箔
三
千
枚
受
取
度
旨
ニ
付
、
寝
箔
弐
千
七
百
枚
相
渡
義
、

　
　
　

金
谷
佐
大
夫
江
申
談
ル
事
、

　

・
同
年
十
二
月
三
日
（
下
１
３
５
）

　
　

一
、
泉
景
江
蒔
箔
百
五
拾
枚
、
三
寸
箔
を
相
渡
候
事
、

　

・
同
年
十
二
月
四
日

　
　

一
、
今
日
御
衡
（
衝
）
絵
（
立
脱
カ
）
箔
置
も
出
来
ニ
付
、
指
上
候
事
、

　

・
文
化
七
年
六
月
十
二
日
（
下
３
５
９
）

　
　

一
、
鵞
御
衝
立
、
筑
前
介
よ
り
下
絵
付
指
出
候
ニ
付
、
明
日
よ
り
箔
屋
伊
助
呼

　
　
　

出
、
箔
為
置
候
様
ニ
可
被
申
渡
旨
、
内
作
事
方
へ
申
談
候
事
、

　　

岸
駒
は
九
月
か
ら
制
作
し
て
い
た
虎
ノ
間
の
絵
が
ほ
ぼ
出
来
上
が
り
、
仕
上
げ
に

蒔
く
箔
を
三
千
枚
申
請
し
た
と
こ
ろ
が
、
寝
箔
二
千
七
百
枚
を
内
作
事
奉
行
の
金
谷

佐
大
夫
に
渡
す
よ
う
申
し
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
割
ぐ
ら
い
は
倹
約
し
て
仕
上

げ
る
よ
う
に
と
の
内
意
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
息
子
の
岸
岱
が
衝
立
の
鵞
鳥
図
下
絵

を
提
出
す
る
と
、
早
速
翌
日
に
は
箔
屋
伊
助
を
呼
ん
で
箔
を
置
く
よ
う
に
内
作
事
方

へ
連
絡
す
る
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
御
殿
の
衝
立
は
、
絵
師
が
下

絵
を
完
成
す
る
と
、
そ
れ
が
金
地
箔
押
し
の
場
合
は
、
箔
屋
が
箔
置
き
を
し
て
か
ら

絵
師
が
制
作
に
取
り
掛
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

３　

杉
戸
の
蒔
箔

　

二
ノ
丸
御
殿
の
杉
戸
絵
は
、
下
絵
は
ほ
と
ん
ど
が
佐
々
木
泉
景
の
手
に
な
り
画
題

と
そ
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
判
明
し
て
き
て
い
る
が
、
最
後
の
仕
上
げ
は
文

化
七
年
の
四
月
以
降
に
「
手
透
」
の
絵
師
が
随
時
参
加
す
る
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ

て
い
た
（
12
）。
杉
戸
絵
の
特
徴
と
し
て
花
鳥
系
の
着
彩
画
が
多
く
、
そ
の
な
か
に
は

つ
ぎ
の
よ
う
な
文
化
七
年
五
月
三
日
条
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
蒔
箔
を
施
さ
れ
た
も
の

も
あ
っ
た
。

　

・
五
月
三
日
（
下
３
０
２
）

　
　

一
、
八
ツ
頭
御
杉
戸
出
来
ニ
付
、
蒔
箔
四
寸
箔
百
枚
被
相
渡
候
様
、
内
作
事
江

　
　
　

申
談
ル
事
、　

こ
の
八
頭
を
え
が
い
た
杉
戸
絵
は
、
虎
ノ
間
と
竹
ノ
間
の
間
を
仕
切
る
御
殿
の
対
面

所
入
口
の
顔
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
藩
主
の
斉
広
が
画
題
を
選
び
、
所
持
す
る

「
生
写
図
巻
」
を
参
考
に
す
る
よ
う
に
与
え
て
仕
上
げ
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
担

当
し
た
狩
野
墨
川
が
八
頭
鳥
の
杉
戸
を
仕
上
げ
る
と
、
必
要
な
蒔
箔
用
と
し
て
四
寸

箔
百
枚
を
渡
す
こ
と
を
金
箔
管
理
を
し
て
い
る
内
作
事
奉
行
に
伝
え
て
い
る
。
こ
う

し
た
細
か
い
配
慮
の
も
と
に
八
頭
図
杉
戸
絵
は
、
金
箔
を
蒔
き
付
け
て
完
成
し
た
の

だ
っ
た
。

４　

天
井
と
襖
の
金
紋
様
唐
紙

　

唐
紙
の
使
用
箇
所
は
、
表
向
き
で
は
広
縁
や
廊
下
に
面
し
た
側
の
襖
と
天
井
で
あ

り
、
襖
絵
の
描
か
れ
て
い
な
い
座
敷
の
場
合
は
そ
の
内
部
、
つ
ま
り
襖
と
天
井
に
張

ら
れ
た
か
ら
、
膨
大
な
数
量
に
上
っ
た
は
ず
だ
。
そ
れ
ら
の
紋
様
は
、
場
所
ご
と
に

適
切
と
思
わ
れ
た
も
の
が
選
定
さ
れ
そ
の
ま
ま
部
屋
の
名
前
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。『
日
並
記
』
な
ど
に
「
金
模
様
」
と
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
今
風
に
い
え

ば
金
で
紋
様
を
プ
リ
ン
ト
し
た
唐
紙
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
紙
は
地
元
で
表
具
師
が
造

る
場
合
と
江
戸
な
ど
か
ら
購
入
す
る
場
合
の
二
通
り
が
あ
っ
た
。
文
化
六
年
二
月
か

ら
四
月
に
か
け
て
は
居
間
廻
り
周
辺
の
唐
紙
に
つ
い
て
の
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

・
二
月
晦
日
（
上
１
７
９
）



̶ 144 ̶

金沢美術工芸大学　紀要　No.53　2009

（ 11 ）

　
　

一
、
浅
黄
ニ
金
砂
子
張
御
天
井
紙
、
右
砂
子
蒔
ニ
而
厚
薄
有
之
故
、
繋
キ
蒔
立

　
　
　

ノ
分
ニ
極
ル
事
、

　

・
四
月
四
日
（
上
２
０
０
）

　
　

一 

、
御
仏
間
松
之
模
様
地
紙
壱
枚
ニ
紋
五
ツ
充
ニ
し
て
、
地
紙
数
六
拾
枚
、
紋

数
三
百
ニ
付
、
四
寸
箔
入
用
四
百
二
十
枚
、
但
、
紋
数
拾
ヲ
ニ（
マ
マ
）
付
拾

四
枚
充
、

　
　

一
、
浅
黄
之
唐
花
輪
地
紙
不
足
之
由
ニ
而
、
於
御
次
金
谷
左
大
夫
よ
り
関
屋
氏

　
　
　
江
相
達
候
由
ニ
而
、
伺
被
仰
出
、
左
之
通
（
以
下
六
行
略
） 

　
　
　

右
白
地
ニ
金
唐
花
輪
之
事

　
　

一
、
御
仏
間
御
張
付
、
御
唐
紙
共
、

　
　

一
、
御
見
物
所
御
張
付
、
御
唐
紙
共
、

　
　
　

右
白
地
ニ
金
中
桐
之
事
、

　
　
　

右
之
通
被　

仰
出
候
事
、

　

・
四
月
八
日
（
上
２
１
８
）

　
　

一
、
江 

戸
表
よ
り
三
月
二
十
二
日
不
時
立
今
日
着
、
左
之
通
来
ル
旨
ニ
而
、
金

谷
左
大
夫
よ
り
指
し
出
也
、 

　
　
　
　
　

弐
百
二
十
枚　
　
　
　
　

上
ノ
御
間
御
天
井
御
張
付
地
金
唐
花

　
　
　
　
　

四
百
枚　
　
　
　
　

白
地
ニ
金
桐
形
御
唐
紙
地

　
　
　
　
　

弐
百
枚　
　
　
　
　

同
断
、
野
筋
形

　
　
　
　
　

六
拾
八
貫
四
百
五
拾
目　
　
　

銅
板
七
百
枚 

　
　
　
　

但
、
弐
百
五
十
八
番
よ
り
二
百
七
拾
壱
番
迄

　
　
（
中
略
）

　
　

一
、
弐 

千
六
百
枚　
　
　
　
　

金
四
寸
箔

外
ニ
四
寸
箔
千
八
百
枚
、
二
十
九
日
迄
ニ
可
指
出
、
是
ニ
而
皆
済
、
都
合
一
万
枚

　
　

一 

、
百
二
十
枚　
　
　
　
　
　
　
御
対
面
所
御
天
井
浮
泉
蝶
丸
御
張
附
、
金
ニ
而
白
地

ニ
角
ニ
テ
、
右
浮
泉
蝶　
　
　

　
　

一
、
六
拾
枚　
　
　
　
　
　
　

右
同
断
、
壱
口
分

　
　

一
、
参
拾
枚　
　
　
　
　
　
　

右
同
断
、
壱
口
分

　
　
　

右
三
口
御
張
付
紙
、
明
後
二
十
六
日
指
出
旨

二
月
晦
日
条
に
よ
れ
ば
、
当
地
で
文
様
を
付
し
た
唐
紙
の
例
と
し
て
、
藩
主
の
居
間

近
く
に
あ
る
仏
間
の
唐
紙
が
あ
る
。松
文
様
は
唐
紙
一
枚
に
五
つ
紋
を
付
け
る
か
ら
、

唐
紙
は
六
十
枚
、
紋
は
三
百
箇
、
こ
れ
に
要
す
る
四
寸
箔
は
四
百
二
十
枚
で
あ
り
、

つ
ま
り
紋
十
箇
に
つ
き
金
箔
十
四
枚
宛
と
い
う
ふ
う
に
細
か
く
算
出
し
て
い
る
。

　

つ
い
で
江
戸
か
ら
の
唐
紙
購
入
の
例
。
表
向
き
以
外
の
座
敷
で
は
、
襖
と
天
井
は

唐
紙
張
付
け
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
先
の
四
月
八
日
条
に
よ
る
と
そ
れ
ら
の
地

や
文
様
に
も
藩
主
の
意
向
が
反
映
し
て
い
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
つ
ま
り
、
は
じ

め
の
二
月
晦
日
に
は
浅
黄
地
の
天
井
用
か
と
お
も
わ
れ
る
唐
紙
地
が
不
足
し
て
き
た

の
で
、
藩
主
の
意
向
を
伺
っ
て
、
地
に
つ
い
て
は
み
な
同
じ
く
白
、
文
様
は
部
屋
ご

と
に
襖
と
同
じ
金
文
様
、
つ
ま
り
唐
花
・
中
桐
・
松
と
決
め
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け

て
、
四
月
に
は
江
戸
か
ら
、
金
文
様
（
桐
・
野
筋
・
唐
花
輪
・
浮
線
蝶
丸
な
ど
）
の

唐
紙
が
届
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
は
金
箔
の
使
用
量
は
不
明
で
あ
る
。

　

最
後
に
江
戸
か
ら
購
入
し
た
唐
紙
の
値
段
が
わ
か
る
、
文
化
六
年
六
月
二
十
七
日

を
み
て
お
く
。

　
　

六
月
二
十
七
日
（
上
３
４
９
）

　
　

一
、
壱
貫
五
百
八
拾
目　
　
　
大
碁
之
内
浮
仙
蝶
、
金
模
様
御
唐
紙
地
、
百
枚
直
段
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

江
戸
唐
紙
屋
太
左
衛
門
よ
り
買
上
、
同
人
よ
り
未
直
段

極
書
出
不
申
、
本
勘
渡
指
支
、
金
谷
佐
大
夫
引
請
、
直

段
極
書
出
承
届
、

先
に
み
た
四
月
八
日
条
に
あ
っ
た
、
広
式
の
対
面
所
の
天
井
用
と
お
も
わ
れ
る
、
大

き
な
四
角
に
納
ま
っ
た
金
の
浮
線
蝶
文
様
唐
紙
地
百
枚
を
一
貫
五
百
八
十
目
で
唐
紙

屋
太
左
兵
衛
か
ら
買
い
上
げ
て
い
る
。
唐
紙
に
つ
い
て
の
よ
り
細
か
い
比
較
考
察
な

ど
も
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
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５　

表
具
師
・
塗
師
と
金
箔̶

箔
繰
・
箔
押
・
蒔
絵
・
金
屏
風

　

御
殿
造
営
で
金
箔
を
扱
っ
て
仕
事
を
す
る
の
は
、
い
ま
ま
で
見
て
き
た
絵
師
、
箔

師
、
表
具
師
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
い
っ
た
い
こ
の
御
殿
造
営
に
は
何
人
ぐ
ら

い
の
表
具
師
が
参
加
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
表
具
師
は
建
具
師
と
は
仕
事
内
容
も

近
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、『
日
並
記
』中
で
も
職
人
が
列
記
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、

近
接
し
て
記
載
さ
れ
、
し
か
も
建
具
師
の
方
が
先
に
記
さ
れ
る
よ
う
だ
。
文
化
六
年

四
月
二
十
一
日
条
に
は
御
移
徙
の
祝
賀
に
出
席
し
た
職
人
達
の
記
載
が
あ
る
。
そ
こ

に
は
「
建
具
師
棟
梁
両
人
、表
具
師
棟
取
三
人
」
に
加
え
て
「
建
具
師
四
十
三
人
」「
表

具
師
七
拾
四
人
」
と
あ
り
、
こ
の
時
点
で
少
な
く
と
も
棟
梁
も
含
め
て
、
建
具
師
は

四
十
五
人
以
上
、
表
具
師
も
七
十
七
人
以
上
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

彼
ら
の
仕
事
の
う
ち
金
箔
を
扱
う
作
業
と
そ
の
手
間
賃
に
つ
い
て
、
文
化
六
年
の

六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
の
記
事
を
み
て
み
よ
う
。

　　

・
六
月
十
一
日
（
上
３
０
６
）

　
　

一
、
五
匁　
　
　
　
　
　
　
　

四
寸
金
箔
操
手
間
、
千
枚
ニ
付
、

　
　

一
、
弐
匁
八
分
壱
厘　
　
　
　

同
断
、
三
寸
箔 

　
　

一
、
五
分　
　
　
　
　
　
　
　

天
井
碁
之
内
張
紙
金
箔
押
手
間
、
壱
枚
ニ
付
、

　
　

一
、
弐
分　
　
　
　
　
　
　
　

内
角
之
分 

　
　

一
、
壱
匁
五
分　
　
　
　
　
　

三
尺
鳥
の
子
惣
金
押
手
間
、
壱
枚
ニ
付
、

　
　

一
、
弐
分　
　
　
　
　
　
　
　

同
壱
歩
切
砂
子
蒔
手
間
、
壱
枚
之
内
、 

　
　

一
、
壱
匁
八
分
弐
厘
九
毛　
　

三
角
紙
惣
金
箔
、
同
断　

　

・
六
月
十
二
日
（
上
３
０
９
）

　
　

一
、
弐
百
三
拾
二
匁
五
分
六
厘　
　
　

操
箔
並
箔
押
、同
砂
子
蒔
等
、箔
屋
伊
助

　
　
（
中
略
）

　
　

一
、
四
分
弐
厘　
　
　
　
　

鳥
の
子
紙
一
枚
裏
打
、
砂
子
蒔
共
手
間

　
　

一
、
壱
分
五
厘　
　
　
　
　

白
鳥
子
壱
枚
裏
打
手
間

　
　

一
、
八
分　
　
　
　
　
　
　

鳥
の
子
紙
壱
枚
金
箔
置
手
間　

　

・
七
月
二
日
（
上
３
５
９
）

　
　

一 

、
四
貫
八
百
五
拾
四
匁
三
分
（
中
略
）

　
　
　

有
壁
拾
壱
坪
、
七
匁
五
厘
計

　
　
　
　
　
　
　

金
張
付
下
地
よ
り
上
張
迄
金
箔
代
、
表
具
師
手
間
共
、
惣
御
入
用

　
　
　
　
　
　
　

 

但
金
形
か
ら
紙
張
ニ
被　

仰
付
候
へ
ハ
、
四
百
五
十
八
匁
弐
分
五

厘
減
シ
、
百
六
拾
目
七
分
四
厘
、
同
断
、
下
塗
ヨ
リ
中
塗
、
白
土

上
塗
乞
、
惣
御
入
用
、

　

・
九
月
十
二
日
（
下
６
１
）

　
　

一
、
九
匁
九
分　
　
　
　
　
　

地
紙
唐
紙
、
二
篇
裏
打
箔
代
共
、
表
具
師
金
助

    

こ
こ
に
挙
げ
た
の
は
ご
く
一
部
だ
が
、『
日
並
記
』
を
見
る
限
り
、
関
連
記
事
は

時
期
的
に
は
文
化
六
年
四
月
か
ら
七
月
ま
で
に
多
く
、
さ
ら
に
決
済
の
十
二
月
に
集

中
し
て
い
る
。
金
箔
に
関
連
す
る
作
業
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、「
繰
上
」「
箔
押
」

「
箔
置
」「
砂
子
蒔
」
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
「
箔
押
」
と
「
箔
置
」
は
同
じ
く
金
箔
で

用
紙
の
表
面
全
体
を
覆
う
こ
と
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。
箔
屋
伊
助
は
、
七
月
二
日
条

に
よ
れ
ば
、
繰
箔
、
箔
押
そ
し
て
砂
子
蒔
な
ど
を
行
い
そ
の
手
間
賃
を
ま
と
め
て
受

け
取
っ
て
い
る
。
個
別
に
わ
か
る
の
は
、
六
月
十
一
日
条
に
あ
る
、
四
寸
箔
千
枚
を

繰
上
げ
て
五
匁
、
三
寸
で
は
二
匁
八
分
一
厘
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
格
天
井
一

区
画
に
箔
押
し
す
る
と
五
分
、
内
側
角
で
は
二
分
と
い
う
ふ
う
に
か
な
り
細
か
く
作

業
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
造
営
で
は
、
職
人
一
人
の
賃
料
は
ほ
ぼ
一
匁

と
い
わ
れ
、
じ
っ
さ
い
襖
絵
を
地
元
の
武
士
や
町
人
が
手
伝
っ
た
場
合
は
一
日
一
匁

が
支
払
わ
れ
て
い
る
（
13
）
か
ら
、
比
較
す
れ
ば
そ
う
桁
外
れ
で
は
な
い
。

　

つ
ぎ
に
は
塗
師
の
仕
事
の
わ
か
る
、
文
化
六
年
十
二
月
か
ら
文
化
七
年
五
月
の
記

事
を
み
て
み
る
。　

　
　

文
化
六
年
十
二
月
六
日
（
下
１
４
０
）

　
　

一
、
御
小
書
院
懸
魚
等
金
箔
六
百
枚
、
内
四
百
枚
職
人
よ
り
指
出
申
候
筈
、
跡

　
　
　

江
戸
箔
四
寸
箔
渡
候
義
、
金
谷
佐
大
夫
江
申
談
ル
事
、

　
　

同
年
十
二
月
二
十
七
日
（
下
１
８
５
）
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一
、
三
百
五
拾
目　
　
　
　
　

 （
以
下
割
書
）
御
式
台
御
紋
大
小
拾
九
、
布
着

堅
地
、
蝋
色
塗
立
之
上
、
金
箔
置
ニ
仕
、
箔
相

立
出
来
代
、
塗
師
四
郎
兵
衛
等 

　
　

一
、
五
百
六
拾
五
匁　
　
　
　

 （
以
下
割
書
）
御
式
台
千
鳥
破
風
・
唐
破
風
、

御
小
書
院
破
風
・
懸
魚
三
枚
御
紋
共
、
四
寸
金

箔
弐
百
枚
相
渡
、
四
百
枚
指
出
、
塗
出
来
代
、

塗
師
四
郎
兵
衛
等 

　
　

文
化
七
年
五
月
二
十
一
日
（
下
３
２
９
）

　
　

一
、
四
百
五
拾
六
匁
七
分
三
厘　

 

御
式
台
箱
棟
御
紋
等
塗
箔
等
代
、
塗
師
吉
蔵

渡
、
同
断　

　
　
　

右
令
印
章
事

　

塗
師
四
郎
兵
衛
等
は
、
式
台
に
大
小
十
九
の
前
田
家
の
梅
鉢
紋
を
布
着
堅
地
に

蝋
色
塗
り
と
し
て
そ
こ
に
金
箔
置
き
の
仕
事
と
式
台
や
小
書
院
の
破
風
や
懸
魚
に
同

じ
よ
う
に
し
て
や
は
り
紋
を
施
し
、
そ
の
手
間
賃
を
計
九
百
匁
ほ
ど
受
け
取
っ
て
い

る
。
こ
の
と
き
四
郎
兵
衛
は
必
要
な
金
箔
の
う
ち
二
百
枚
を
受
け
取
っ
て
、
残
り
の

四
百
枚
は
献
上
し
て
い
る
。
さ
ら
に
翌
七
年
五
月
に
は
別
の
塗
師
、
吉
蔵
が
、
御
式

台
箱
棟
に
御
紋
等
の
「
塗
箔
等
代
」
と
し
て
四
百
五
十
匁
ほ
ど
手
間
賃
を
受
け
取
っ

て
い
る
。
か
く
し
て
文
化
六
年
の
暮
れ
か
ら
七
年
五
月
に
か
け
て
、
御
殿
の
屋
根
や

破
風
に
梅
鉢
紋
が
金
色
に
輝
き
は
じ
め
て
い
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
に
先
立
つ
六
年
六

月
に
は
、台
所
の
屋
根
瓦
に
つ
い
て
も
紋
所
を
金
に
す
る
よ
う
に
と
藩
主
の
意
志
を
、

造
営
奉
行
の
関
屋
氏
が
再
度
確
か
め
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
は
及
ば
な
い
と
の
答
え
が

あ
っ
て
取
り
や
め
に
な
っ
て
い
る
。
ど
こ
に
金
の
紋
所
を
付
け
る
か
も
藩
主
が
決
定

し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
　

六
月
二
十
六
日
（
上
３
４
８
）

　
　

一
、
御
台
所
屋
ね
鬼
瓦
御
紋
、
金
ニ
可
被
仰
付
哉
之
旨
、
関
屋
氏
被
相
伺
候
処
、

　
　
　

先
不
及
其
儀
旨
被　

仰
出
候
事
、

　

つ
い
で
に
蒔
絵
師
に
つ
い
て
文
化
六
年
十
二
月
の
記
事
を
み
て
お
こ
う
。

　　
　

十
二
月
四
日
（
下
１
３
８
）

　
　

一
、
御
小
書
院
櫛
形
蒔
絵
、
下
絵
を
以
奉
伺
候
処
、
亀
ニ
亀
甲
之
内
花
菱
之
下

　
　
　

絵
之
通
、
本
切
金
も
遣
ニ
可
申
旨
、
被　

仰
出
事
、

　
　

十
二
月
六
日
（
下
１
４
１
）

　
　

一
、
三
百
五
拾
目　
　
　
　

御
小
書
院
橘
形
蒔
絵
、
太
五
郎

　

文
化
六
年
の
師
走
と
い
え
ば
、
藩
主
が
采
配
を
揮
っ
た
御
殿
の
い
わ
ば
第
一
期
工

事
が
終
盤
を
む
か
え
つ
つ
あ
っ
た
時
期
だ
が
、
四
日
、
六
日
に
太
五
郎
な
る
も
の
が

小
書
院
の
櫛
形
と
橘
形
の
窓
に
蒔
絵
の
本
切
金
で
亀
甲
花
菱
を
施
し
、
や
が
て
こ
の

後
下
旬
に
入
る
と
、
支
払
い
一
覧
と
翌
年
に
持
ち
越
し
た
継
続
工
事
の
詳
細
な
書
き

立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
屏
風
と
衝
立
が
御
殿
の
調
度
類
と
し
て
は
必
須
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
、
そ
の
う
ち
屏
風
に
つ
い
て
は
制
作
費
用
や
使
用
金
箔
枚
数
ま
で
わ
か
る

文
化
七
年
の
四
月
と
六
月
に
興
味
深
い
記
事
が
あ
る
。

　
　

四
月
晦
日
（
下
２
９
６
）

　
　

一 

、
先
達
而
入
札
申
渡
置
候
竹
之
御
間
附
屏
風
、
壱
双
ニ
付
三
拾
八
匁
、
五
双

代
三
百
九
拾
目
ニ
付
、
右
銀
渡
町
会
所
渡
之
義
相
願
候
ニ
付
承
届
、
印
章
指

紙
面
肝
煎
共
へ
相
渡
候
事
、

　

・
五
月
七
日
（
下
３
０
８
）　　

　
　

一 
、
先
達
而
申
渡
置
候
五
双
ノ
御
屏
風
張
立
・
箔
置
、
町
方
於
手
合
入
札
申
渡

置
候
所
、
表
具
師
金
助
、
下
札
ニ
付
、
同
人
江
申
渡
候
様
、
肝
煎
伊
助
へ
申

渡
置
候
、
且
五
双
ニ
付
、
直
段
図
り
箔
入
用
員
数
、
左
之
通
ニ
候
事
、

　
　
　

一
、
九
百
八
拾
壱
匁
五
分　
　
　

五
双
出
来
直
段
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一
、
一
万
七
千
弐
百
五
拾
枚　

同
断
四
寸
箔
員
数

　
　
　
　
　

但
、
壱
双
ニ
付
百
九
十
六
匁
三
分　

四
寸
箔
三
千
四
百
五
十
枚
ニ
候
事
、

　

・
六
月
二
十
二
日
（
下
３
７
２
） 

　
　

一
、
八
百
九
拾
目　
　
　
　
　

屏
風
五
双
張
箔
置
等
、
箔
（
屋
脱
カ
）
伊
助

　
　

一
、
弐
百
八
拾
七
匁
五
分　
　

右
同
断
、
金
具
五
双
分
、
餝
や
小
兵
衛

　
　

一
、
百
六
拾
五
匁　
　
　
　
　

右
同
断
縁
、
塗
師
次
兵
衛

文
化
七
年
の
正
月
九
日
に
は
先
代
藩
主
が
亡
く
な
り
、
そ
の
後
喪
中
は
造
営
も
一
時

休
止
さ
れ
、
四
月
に
再
開
さ
れ
た
。
そ
の
時
点
で
金
地
屏
風
五
双
が
竹
之
間
付
と
し

て
銀
三
百
九
十
匁
で
入
札
さ
れ
、
こ
れ
に
は
各
双
に
四
寸
箔
三
千
四
百
五
十
枚
が
置

か
れ
て
、
こ
の
合
計
が
九
百
八
十
一
匁
五
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
六
月
二
十

二
日
に
さ
ら
に
箔
置
き
代
と
し
て
箔
屋
伊
助
に
八
百
九
十
匁
、
飾
り
金
具
代
と
し
て

餝
や
小
兵
衛
に
二
百
八
十
七
匁
五
分
、
そ
し
て
縁
の
漆
塗
り
代
と
し
て
塗
師
次
兵
衛

に
百
六
十
五
匁
が
支
払
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
合
計
が
千
二
百
四
十
二
匁
五
分
で
あ
っ

た
。
結
局
、
金
箔
押
し
屏
風
五
双
は
、
箔
屋
、
飾
り
職
人
、
塗
師
の
手
を
経
て
、
総

計
二
万
二
千
二
百
四
十
匁
、
一
双
当
た
り
四
百
四
十
八
匁
で
仕
上
が
っ
た
こ
と
に
な

る
。

お
わ
り
に

　

い
ま
ま
で
見
て
き
た
二
ノ
丸
御
殿
が
再
建
さ
れ
た
の
は
、
文
化
文
政
と
い
う
も
っ

と
も
江
戸
の
奢
侈
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
と
い
わ
れ
る
時
期
で
あ
っ
た
。
前
田
家
は
、

御
三
家
に
次
ぐ
家
格
を
誇
る
加
賀
に
百
万
石
文
化
の
威
風
を
示
す
も
の
と
し
て
、
細

部
に
ま
で
藩
主
の
斉
広
の
意
向
を
色
濃
く
反
映
さ
せ
て
こ
の
御
殿
を
完
成
さ
せ
た
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
必
要
と
な
っ
た
主
と
し
て
表
廻
り
を
飾
っ
た
少
な
く
と
も
十

六
万
枚
余
り
の
金
箔
の
う
ち
、
十
万
枚
か
そ
れ
以
上
の
購
入
先
は
江
戸
で
あ
り
、
残

り
の
多
く
が
地
元
で
生
産
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
ょ
う
ど
幕
府
の
箔
打
ち
の
禁

制
も
や
や
緩
ま
り
を
見
せ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
根
付
い
た
箔
打
ち
の

技
も
息
を
潜
め
る
時
期
が
来
る
の
は
、
こ
の
後
文
政
四
年
を
境
と
し
て
法
度
が
厳
し

く
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
何
度
か
の
波
を
く
ぐ
り
抜
け
、
箔
打
ち
の
技
は

継
承
さ
れ
、
い
ま
に
至
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
文
化
度
の
造
営
事
業
を
金
箔
と
い
う
側
面
か
ら
見
る
と
、
そ
の
一
枚
に
至
る

ま
で
も
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、
全
体
計
画
の
中
で
試
算
・
調
達
・
管
理
が
行
き

届
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。こ
れ
ら
は
絵
師
も
含
め
て
職
人
か
ら
申
請
が
あ
れ
ば
、

基
本
的
に
は
内
作
事
奉
行
を
通
じ
て
裁
可
さ
れ
て
い
た
。
と
き
に
は
そ
う
し
た
現

場
の
職
人
た
ち
か
ら
の
献
上
も
ま
じ
え
て
、
文
化
七
年
七
月
に
は
内
外
と
も
に
黄
金

に
輝
く
御
殿
が
完
成
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
明
治
十
四
年
に
全
焼
し
て
し
ま
っ
て
か

ら
は
覚
え
書
き
な
ど
か
ら
面
影
を
推
測
す
る
か
、
ま
た
は
兼
六
園
の
一
郭
を
し
め
る

成
巽
閣
の
対
面
所
に
よ
っ
て
そ
の
一
端
を
偲
ぶ
こ
と
し
か
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

な
お
、
本
論
中
に
『
日
並
記
』
か
ら
引
用
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
当
用
漢
字
に

統
一
す
る
な
ど
一
部
分
を
私
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

ま
た
、
途
中
で
触
れ
た
才
記
家
文
書
に
は
、
豊
富
な
箔
押
作
業
の
実
態
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
紙
面
の
都
合
も
あ
り
今
回
は
割
愛
し
た
。
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註１ 

金
沢
美
術
工
芸
大
学
美
術
工
芸
研
究
所
編
『
金
箔
調
査
報
告
書
』
二
〇
〇
二 

２　

北
國
新
聞
社
出
版
局
編
『
日
本
の
金
箔
は
99
％
が
金
沢
産
』
時
鐘
社
、
二
〇
〇
八

３ 

『
石
川
県
史
』
第
三
編
（
石
川
県
教
育
委
員
会　

一
九
二
九
）

４ 

金
沢
金
箔
に
つ
い
て
は
、
本
格
的
研
究
と
い
え
る
下
出
積
與
『
加
賀
金
沢
の
金
箔
』（
北
國
出

版
社
、
一
九
七
二
）、『
稿
本　

金
沢
市
史
』（
名
著
出
版
、
一
九
七
三
）
以
来
、
最
新
の
長
山

直
治
『
金
沢
箔
の
再
興
と
「
箔
業
祖
記
功
碑
」
に
つ
い
て
』（『
石
川
郷
土
史
学
会
々
誌
』
第
四

十
一
号
二
〇
〇
八
）に
至
る
ま
で
文
化
度
金
沢
城
造
営
に
際
し
て
の
金
箔
需
要
が
近
代
に
至
る
、

金
沢
金
箔
の
萌
芽
期
に
あ
た
る
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。

５ 

『
御
造
営
方
日
並
記
』
二
巻
（『
金
沢
城
史
料
叢
書
２
』
石
川
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課
金
沢
城

研
究
調
査
室　

二
〇
〇
四
・
五
）
な
お
、
本
文
中
の
引
用
文
下
の
（　

）
内
に
は
、
該
当
巻
・

頁
を
示
し
て
お
い
た
。

６ 

川
口
悟
「
文
化
期
二
ノ
丸
御
殿
再
建
に
み
る
造
営
奉
行
と
領
民
」（『
金
沢
城
調
査
研
究
』
第
六

号
、
二
〇
〇
八
）

７　

前
掲
註
４
所
引
の
『
日
並
記
』
下
巻
に
所
収
。
留
書
と
金
箔
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
荒

木
澄
子
「
金
沢
城
二
ノ
丸
御
殿
再
建
時
に
お
け
る
町
肝
煎
の
役
割
に
関
す
る
一
史
料
」（『
加
能

史
料
研
究
』
３　

１
９
８
８
）
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

８ 

前
掲
註
4
の
先
行
研
究
が
一
致
し
て
、
元
治
元
年
二
月
に
幕
府
か
ら
越
野
佐
助
が
藩
御
用
箔
の

打
ち
立
て
に
つ
い
て
公
認
さ
れ
た
こ
と
を
金
沢
箔
が
産
業
化
す
る
契
機
と
し
て
と
ら
え
て
い

る
。

９ 

金
沢
城
調
査
研
究
所
『
蘇
る
金
沢
城
』
北
國
新
聞
社
出
版
部
、
二
〇
〇
六

10 

拙
論
「
近
世
後
期
の
城
郭
建
築
に
み
る
儀
礼
と
障
壁
画̶

文
化
度
造
営
金
沢
城
二
ノ
丸
御
殿
の

襖
絵
・
杉
戸
絵
と
年
頭
儀
礼
を
め
ぐ
っ
て
」（『
金
沢
城
調
査
研
究
紀
要
』
第
六
号
、
二
〇
〇
八
）

11 

註
8
に
同
じ
。

12 

註
8
に
同
じ
。

13 

註
8
に
同
じ
。

（
お
お
た
・
し
ょ
う
こ　

芸
術
学
／
日
本
・
東
洋
美
術
史
）

（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
三
一
日
受
理
）
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